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１ 全国に先駆けたＩＣＴ教育※の推進 

 ２１世紀の社会は知識基盤社会であり、新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる場面

での活動の基盤となっている。地域や社会は、ますます多様な価値観や情報に溢れ、技術

革新等による生活の質的な変化が押し寄せてきている。このような中、学校教育は、教育

基本法や学校教育法が目指す、教育の内容の普遍的な部分を踏まえ、グローバル化や人工

知能の飛躍的な進化など、社会の加速度的な変化を受け止め、将来の予測困難な社会の中

でも、伝統や文化に立脚した広い視野をもち、夢や志を高くもって、未来を創り出してい

くために必要な資質・能力を、幼児教育の段階から、幼稚園・こども園、保育園、小学校、

中学校が連携しながら子ども一人ひとりに確実に育んでいくことが求められている。 

 こうした状況を見据え、文部科学省から、全教員が情報化に対応した教育の必要性につ

いての理解を深め、家庭や地域とも連携しながら、創意工夫を活かした特色ある情報教育

を進めることが重要であるとして、平成２年に「情報教育に関する手引」が示され、区教

育委員会では、平成３年度からＩＣＴ教育の充実に着手することとした。同年には、区内

全小・中学校に教員研修用としてデスクトップ型ＰＣを各校２台導入し、その後、コンピ

ュータ教室の整備、全普通教室における電子黒板導入やセンターサーバ型のネットワーク

を構築など、いずれも全国でも最先端な取組を推進してきた。 

これらの成果を踏まえるとともに、公立学校の使命として、荒川区では、家庭の経済状

況や家庭環境に関わらず、「すべての子どもたちに２１世紀型能力※を身に付けさせる」こ

とを目標として、全国に先駆けて、タブレットＰＣについて平成２５年度にモデル校とし

て小学校３校、中学校１校に導入し、さらに、平成２６年度からは全３４校において、タ

ブレットＰＣの活用時における一人１台体制を導入した。 

導入にあたっては「荒川区タブレットＰＣ活用指針」を策定し、上の目標を踏まえた上

で、「授業においては『読み・書き・計算』を学習活動の基本として、実物に触れる「体験

学習」を重視するとともに、荒川区の学校教育の特色である「学校図書館」を充分に活用

する」ことや「タブレットＰＣの活用については、授業中のすべての場面で活用するので

はなく、これまでの教科書やノート、黒板やチョーク同様に、『授業ツール』として、その

特性を活かし効果的な場面で部分的な活用を目指す」ことを基本的な考えとした。 

これらの先進的な取組は、全国から多数の自治体が荒川区の小・中学校に視察に訪れる 

 

【ＩＣＴ教育】荒川区においては、タブレットＰＣや電子黒板等のＩＣＴ機器を活用して教育活動を行うこ

とをＩＣＴ教育と定義している。そのため、ＩＣＴ機器の操作法のみを学習の目的とするのではなく、ツー

ルとしてＩＣＴ機器の活用をとおして、児童生徒に「２１世紀型能力」や情報モラルなどを身に付けさせる

ことを目的としている。 

【２１世紀型能力】国立教育政策研究所による定義では、「生きる力」としての知・徳・体を構成する資質・

能力から、教科・領域横断的に学習することが求められる能力を資質・能力として抽出し、これまで日本の

学校教育が培ってきた資質・能力を踏まえつつ、それらを「基礎」「思考」「実践」の観点で再構成した日本

型資質・能力の枠組みである。荒川区においては、この定義を生かしながらも、「主体的・対話的で深い学び

による思考力や問題解決能力、コミュニケーション能力、情報スキルや情報モラルなど」の能力が２１世紀

を生き抜くために必要な力と考え、２１世紀型能力という表現を用いた。 
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など、全国の自治体を力強く牽引する施策となった。 

タブレットＰＣの活用時における一人１台体制の導入においては、予備機数や保管方法、

支援員の適切な人数や訪問頻度等に始まり、さらに、ネットワーク環境やシステム構築の

在り方、どのようなアプリケーションソフトウェアをインストールするべきか等の周辺の

環境整備にも検討を重ねた。子どもたちに身に付けさせる力の明確化、授業の中で、教科

固有のねらいと２１世紀型能力及びＩＣＴ機器の活用とをどのように結び付けていくのか、

タブレットＰＣを活用してどのような授業実践が可能なのかなど、まさに、一つひとつ前

例のない中で、タブレットＰＣの授業ツールとしての効果的な活用について議論を重ねた。 

また、タブレットＰＣに関する教員研修を充実するとともに、平成２６年度から２８年

度までの３年間は、文部科学省及び総務省と「先導的」な教育として共同研究を行ったり

しながら、課題を発見し、整理し、解決策を模索し、課題解決につなげていった。 

こうした区の取組が全国に先駆けて行われているものであるからこそ、これまでも他自

治体を牽引してきたが、今後もその役割は継続し、さらに大きなものになるものと認識し

ている。 

 導入から三ヶ年が経過し、各学校で走り続けてきた取組も定着してきたところである。 

タブレットＰＣや電子黒板などＩＣＴ機器がすべての教室に根付いたことで、様々な取組

を実践することができるようになった。 

そして、荒川区の子どもたちは、日常の授業の場においてタブレットＰＣに慣れ親しみ、

各学校における様々な創意工夫ある授業実践の効果で２１世紀型能力が身に付きつつある。

タブレットＰＣの活用時における一人１台体制導入とともに、常に子ども一人ひとりがタ

ブレットＰＣをツールとした学びに主体的に関わってきたことで、ＩＣＴ機器を使いこな

し、話し合ったり考えたりする授業をとおして問題解決能力やコミュニケーション能力等

の２１世紀型能力の伸長と、新学習指導要領にも触れられている、各教科等の学びを支え

る基盤となる「情報活用能力」の格段の向上が現れている。そうした中、成果に伴って、

次の段階としての課題も現れている。 

タブレットＰＣの全校導入後、この三ヶ年を一つの区切りとして、全校におけるこれま

での活用状況を振り返り、成果と課題を整理し、荒川の子どもたちがさらにタブレットＰ

Ｃを効果的に活用できるよう、今後の方針を明らかにし、ＩＣＴ教育のさらなる充実に向

けて取組を推進する。 
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２ タブレットＰＣ導入の概要及び活用方針 

（１）タブレットＰＣの導入 

荒川区では、これまで電子黒板を全普通教室に導入し、全校全教室を結ぶ教育ネ 

ットワークによる教材の共有やデジタル教科書のネットワーク配信をはじめ、教育 

の情報化について、全国でも最先端の取組を推進してきた。 

 これらの取組成果を踏まえ、児童生徒の理解力に応じた個別学習をより効果的に 

行い、基礎的基本的な学力を定着させるとともに、ＩＣＴ機器を活用した学習指導 

を推進し、情報活用能力※及び思考力や問題解決能力、コミュニケーション能力など 

の「２１世紀型能力」を身に付けさせるためタブレットＰＣの導入を開始した。 

 

① 整備状況 

○ 平成２５年度 ・第三峡田小学校、尾久小学校、第二日暮里小学校、諏訪台中 

学校の４校（小学校３校、中学校１校）をモデル校とし、タ 

ブレットＰＣを約１，２００台導入した。 

○ 平成２６年度 ・モデル事業における成果と課題を踏まえ、モデル校以外の 

小・中学校３０校にタブレットＰＣ約９，２００台を導入し、 

他の自治体に先駆けて活用時一人１台体制を確立した。 

       その際、子どもたちの発達の段階に応じて使いたいときに使 

えるような環境とするため導入台数を精査し、次ページの表 

（各学年におけるタブレットＰＣの配置台数）のように配置 

した。 

 

 

 

 

 

【情報活用能力】情報及び情報手段を主体的に選択し、活用していくための個人の基礎的資質で、次の３観

点８要素に整理されている。（文部科学省「教育の情報化に関する手引き」平成２１年） 

「第１観点：情報活用の実践力」「①課題や目的に応じた情報手段の適切な活用」「②必要な情報の主体的な

収集・判断・表現・処理・創造」「③受け手の状況などを踏まえた発信・伝達」「第２観点：情報の科学的な

理解」「④情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解」「⑤情報の適切な扱いや自らの情報活用を評価・改

善するための基礎的な理論や方法の理解」「第３観点：情報社会に参画する態度」「⑥社会生活の中で情報や

情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解「⑦情報モラルの必要性や情報に対する責任」「⑧望

ましい情報社会の創造に参画しようとする態度」 

情報活用能力を育むということは、必要な情報を主体的に収集・判断・処理・編集・創造・表現し、発信・

伝達できる能力等を育むことにつながっていく。また、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とともに、

知識・技能を活用して行う言語活動の基盤となるものであり、「生きる力」に資するものである。（「荒川区学

校図書館活用指針（平成２９年３月改訂）」より） 
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※ 各学年におけるタブレットＰＣの配置台数 

学年 台数 精査内容（配置理由） 

小学１～２年生 
４学級１セット

（３５台） 

「書くこと」「読むこと」「計算すること」等

の基礎基本の学習が中心であることと、起

動・終了の操作や画面操作、ペン入力等の入

力方法に慣れ、タブレットＰＣに気軽に使え

るようにするため、１日（４～５時間）の内

１時間程度の活用を想定した。 

小学３～６年生 
２学級１セット

（４０台） 

基礎基本の学習と活用型の学習の効果的な取

組及びローマ字による文字入力の習得、イン

ターネット等からの情報検索、表やグラフの

作成などをできるようにするため、タブレッ

トＰＣは２時間の内１時間程度の活用を想定

した。 

中学生 １人１台 

授業の時間割構成や教室移動等を考慮した上

で、すべての生徒が情報活用能力等を確実に

身に付け、課題解決のために必要な情報を取

捨選択する能力を身に付けるために、日常的

なタブレットＰＣの活用を想定した。 

 

② 経費 

   ア モデル事業（平成２５年９月開始） 

○ 導入校（４校） 

第三峡田小学校、尾久小学校、第二日暮里小学校、諏訪台中学校 

    ○ 台数   １，１７８台（充電保管庫７４台） 

    ○ 契約期間 平成２５年８月～平成３１年７月（７２ヶ月） 

    ○ 契約金額 ３億８，６９３万円 

 

   イ 全校導入（平成２６年９月開始） 

    ○ 導入校  小学校２１校、中学校９校 

    ○ 台数   ９，１３１台（充電保管庫５２３台） 

    ○ 契約期間 平成２６年４月から平成３１年７月まで（６４ヶ月） 

  ○ 契約金額 ２７億１，９３４万円 

    

   ウ 環境整備費 

○ 回線増強、教員機への変更設定等 

○ 契約金額 １億８，８３２万円 
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（２）タブレットＰＣの活用方針 

区教育委員会では、平成２６年９月のタブレットＰＣ全校導入に向け、小・中学 

   校においてタブレットＰＣを効果的かつ効率的に活用するため、平成２６年７月に 

「荒川区タブレットＰＣ活用指針」を策定し、タブレットＰＣの活用方針を定めた。 

 

① タブレットＰＣ活用における基本的な方針 

授業においては「読み・書き・計算」を学習活動の基本として、実験や実習とい 

った実物に触れる「体験学習」を重視するとともに、荒川区の学校教育の特色であ 

る「学校図書館」を充分に活用する。 

導入初期段階におけるタブレットＰＣの活用については、授業中のすべての場面 

で活用するのではなく、これまでの教科書やノート、黒板やチョーク同様に、分か 

りやすく教える「授業ツール」として、その特性を活かし効果的な場面で部分的に 

活用する。 

 

② 授業での効果的な活用 

子どもたちの学年や各教科等における学習のねらい、授業の学習場面に応じて効 

果的な方法を研究、検証しながら授業において活用することを目指す。また、教員 

だけでなく、子どもたち自身が「再起動」等の操作を活用してトラブルに対応でき 

るような操作スキルを身に付けさせる。 

○ 授業での活用場面に応じた効果的な活用 

   ○ 発達の段階に応じた効果的な活用 

   ○ 教科ごとの学習への活用 

○ 授業中のシステムトラブルに対する対処 

 

③ 情報活用能力の育成（情報モラル教育の充実） 

児童生徒の発達の段階にあわせた情報活用能力の育成を進める。 

特に、情報化社会の進展により、携帯電話やスマートフォン等を通じたインター 

ネットの利用が急速に児童生徒の間に広がる中、ネット上での誹謗中傷やいじめ、 

犯罪、違法・有害情報など、児童生徒が被害者にも加害者にもなりうる問題が多発 

している。このような状況に対応し、児童生徒が情報社会の一員として、自らを律 

し適切に行動する正しい判断力やきまりを守ろうとする公徳心をはぐくむことが重 

要である。 
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④ グローバル人材の育成の方針 

 これからの社会においてグローバル人材に求められる資質・能力について、国立 

教育政策研究所が、今後の教育課程編成で育成すべき資質・能力の試案としてまと 

めた３つの力である「基礎力」「思考力」「実践力」を身に付けさせるために、次の 

ようにタブレットＰＣを活用する。 

   ○ 児童生徒の言語や数量、情報等の「基礎力」の育成 

   ○ 「思考力」のツール（シンキング・ツール）としての活用 

   ○ 答えが一つでない問題解決を図るための「実践力」の育成 

 

⑤ 教員研修の実施 

授業力向上及び情報モラルの実践力の育成を目指した研修の充実を図り、教員の 

資質を高め、授業規律の確立や授業力の向上を図る。タブレットＰＣの活用指導力 

向上のための研修については、タブレットＰＣ導入の目的やその目指す方向等の理 

論面の理解をねらいとした「導入前研修」及び実際の機器を使って授業のイメージ 

づくりをする「キックオフ研修」を、全小・中学校で実施する。 

    また、導入後のタブレットＰＣの活用指導力の向上については、「「普段使い」を 

目指す段階」、「授業での効果的な活用を目指す段階」、「グローバル人材の育成を目 

指す段階」の３段階に分け、各段階の教員のスキルに応じた取組を進めていく。 
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（３）タブレットＰＣの周辺整備 

① タブレットＰＣ 

  モデル導入では、処理能力の高い性能の機器を配置した。しかし、その後の各メ 

ーカーの機器性能の向上に伴い、モデル導入機器より下位の性能でも目的を充分に 

達成できる可能性があるため、全校導入では、モデル事業での実証を踏まえて次の 

ように機器を選定した。 

〔機器の選定の考え方〕 

○ バッテリー駆動時間については、モデル校での実証を踏まえ高機能のＣＰＵよ 

りも省電力での稼働が可能なＣＰＵを選択し、バッテリーの駆動時間を確保した。 

○ 堅牢性については、学校での学習机の規格が教科書・ノートとタブレットＰＣ 

を置くには小さいことから、机の上から落としても耐え得る機種を選定した。 

○ 学校は校庭の砂埃や黒板のチョーク粉などの環境が見込まれるため防塵性の優 

れた機種を選定した。 

○ 生活防水を基準に機種の選定にあたった。今回導入した機種に関しては完全防 

水であるため、天候に左右されずに授業での活用が可能になった。 

機種名 富士通 STYLISTIC Q702/G 富士通 ARROWS Tab Q584/H 

  

 

 

導入年度 平成２５年度：モデル校４校 平成２６年度：小・中学校３０校 

機器仕様   

ＣＰＵ インテル Core i5-3427U  インテル Atom Z3770 

記憶領域 ＳＳＤ ６４ＧＢ ＳＳＤ ６４ＧＢ 

ディスプレ

イ 

11.6 型ワイド / LED バックライ

ト付 TFT カラーLCD 
10.1 型ワイド / IPS Alpha 液晶 

メモリ ４ＧＢ ４ＧＢ 

ＯＳ Windows 8.1 Pro （64bit） Windows 8.1 Enterprise （32bit） 

カメラ 

内蔵（有効画素数約９２万画素

（フロント） / 約５００万画素

（リア）） 

内蔵（有効画素数約２００万画素

（フロント）＋約８００万画素

（リア）） 



 

11 

通信機能 IEEE 802.11nabg 準拠 IEEE 802.11nabg 準拠 

本体重量 約８５０ｇ（タブレットのみ） 約６４０ｇ（タブレットのみ） 

バッテリ 

駆動時間 
約１０．７時間 約１５．５時間 

キーボード 
付属 本体とキーボード部分は

完全にセパレート可能 

付属 本体とキーボード部分は

完全にセパレート可能 

 

② 充電保管庫 

  充電保管庫については、教室間の移動が円滑にできるようにキャスター付きとし 

た。また、夜間の時刻を設定し、一度に多くの電力を使わないよう効率的な充電が 

できる仕様にした。 

機種名 ウチダ ＥＳ－Ｍ２２Ｃ／Ｔ 

  

 

  

機器仕様 

本体寸法 
４７５ｍｍ（幅）×４５０ｍｍ（奥行）×１００３．５ｍ

ｍ（高さ）（ハンドル含まず） 

タブレットＰＣ収納

部寸法 

一ヵ所あたり２６．５ｍｍ（幅）×３６３ｍｍ（奥行）×

２６５ｍｍ（高さ） 

セキュリティ 扉は鍵で施錠可能 

スケジュール機能 
収納されたタブレットＰＣを複数グループに分け、グルー

プ毎に充電する時間帯を設定可能 

１台当たりの収納数 ２２台 

その他 直径７５ｍｍ キャスター付 
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  ③ 各校への配置台数（平成２９年５月現在）              （単位：台） 

小学校 

（共用型） 

児童用 

教員用 予備 計 １～２年 

（３５台／
４学級） 

３～６年 

（４０台／
２学級） 

瑞光小学校 ７０ ２００ ２３ ２７ ３２０ 

第二瑞光小学校 ３５ １２０ １６ ２１ １９２ 

第三瑞光小学校 ７０ ２００ ２３ ３６ ３２９ 

汐入小学校 １０５ ３３８ ４０ ４３ ５２６ 

汐入東小学校 １０５ ３６０ ３６ ４７ ５４８ 

第六瑞光小学校 ２７ ７６ １９ １９ １４１ 

峡田小学校 ３５ １８１ ２６ ２４ ２６６ 

第二峡田小学校 ３５ １６０ ２２ ２３ ２４０ 

第四峡田小学校 ３５ １８２ ２８ ２３ ２６８ 

第五峡田小学校 ７０ ２４０ ２４ ２９ ３６３ 

第七峡田小学校 ３５ １６０ ２１ ２３ ２３９ 

第九峡田小学校 ３５ ８０ １６ １９ １５０ 

尾久西小学校 ３５ ２１３ ３１ ２４ ３０３ 

尾久第六小学校 ３５ １６０ ２１ ２３ ２３９ 

赤土小学校 ７０ ２４０ ２７ ２８ ３６５ 

大門小学校 ３５ ８８ １９ １９ １６１ 

尾久宮前小学校 ３５ １８２ ２２ ２３ ２６２ 

第一日暮里小学校 ３５ ８０ １６ １９ １５０ 

第三日暮里小学校 ７０ １６０ ２４ ２５ ２７９ 

第六日暮里小学校 ３５ ６８ １４ １７ １３４ 

ひぐらし小学校 ７０ １６０ ２５ ２５ ２８０ 

計 １,１３９ ３,８３０ ４９３ ２９３ ５,７５５ 

 

中学校 

（一人１台型） 
生徒用 教員用 予備 計 

第一中学校 ２７９ ２７ ３４ ３４０ 

第三中学校 ４６８ ２６ １４ ５０８ 

第四中学校 ２９７ １９ ９ ３２５ 

第五中学校 １８１ ２３ ８ ２１２ 
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第七中学校 ２４２ ２３ ８ ２７３ 

第九中学校 １８９ ３６ ６ ２３１ 

尾久八幡中学校 ４３９ ３５ １２ ４８６ 

南千住第二中学校 ３７４ ２１ １２ ４０７ 

原中学校 ４０６ ２５ １２ ４４３ 

計 ２,８７５ ２３５ １１５ ３,２２５ 

 

モデル校 

（1 人 1 台型） 
児童生徒用 教員用 予備 計 

第三峡田小学校 １６０ ２７ ７ １９４ 

尾久小学校 ４２３ ４０ ６ ４６９ 

第二日暮里小学校 １６５ ２０ ８ １９３ 

諏訪台中学校 ４０３ ６１ ７ ４７１ 

計 １,１５１ １４８ ２８ １,３２７ 

 

 
児童生徒用 教員用 予備 計 

全小・中学校 ８,９９５ ８７６ ４３８ １０,３０９ 

＊ 予備には、児童生徒の予備端末（小学校は１セットにつき２台を、中学校は 

１学級につき２台）のほか、児童生徒の増加対応分を含む。 

＊ 教育委員会保管分２台は予備に含める。 

＊ 対象児童生徒数 １１，９８６人、対象教員数（非常勤職員除く）７９２人、 

計１２，７７８人（平成２９年５月１日現在） 

 

④ 通信環境（ネットワーク構成概要） 

ア 無線アクセスポイント 

無線ＬＡＮのアクセスポイ 

ントへの電波干渉等による通 

信の途切れを防ぎ、いつでも 

どこでも快適に使える環境を 

確保するために、理想的な無 

線アクセスポイントの設置台 

数・設置位置、利用可能範囲 

の電波状況等について、入念な調査を実施し、安定した接続を確保した。 

また、通信が途切れる原因として子どもたちの操作方法にあることを確認する 
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ことができた。具体的には、子どもたちは「つながらない」と感じると何度もア 

イコンをクリックしてしまい、これによりさらにつながりにくい状況が生み出さ 

れてしまっていた。そのため、全校での運用が始まる前に全ての教員に、この課 

題を周知した。 

 

イ ネットワーク回線 

各校からデータセンタまでのネットワーク回線が１００Ｍベストエフォート型 

を使用している。 

モデル事業でのネットワーク回線状況は、学校からデータセンタまでを計測し 

たところ、比較的安定した稼働であった（ピーク時４０Ｍ程度の通信量）が、特 

に木曜日や金曜日の午後の時間帯に遅延が見られるようになった。原因は、学校 

とデータセンタ間のネットワーク回線が考えられるため、各学校の状況を詳細に 

把握し、タブレットＰＣを快適に使用できるような改善を行った。 

 

   ウ 回線速度 

     導入から３年間の実施状況の中で、児童生徒数が概ね３５０名を超える学校に 

おいて回線速度に影響が多く出ていることから、児童生徒数３５０名以上の学校 

においては１ギガビット毎秒を、３５０名以内の学校においては１００メガビッ 

ト毎秒を使用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ アプリケーションソフトウェアの整備 

「荒川区学校教育ビジョン」に示した２１世紀型能力の育成の視点から、アプリ 

 
 
 
 
 
 

光回線 １Gbps 

瑞光小、第三瑞光小、汐入小、汐入東小 
第五峡田小、尾久小、尾久西小、赤土小 
第三日暮里小、ひぐらし小 

第一中、第三中、尾久八幡中 

南千住第二中、原中、諏訪台中 

 
 
 
 
 
 
 
 

光回線 １００Mbps 

第二瑞光小、第六瑞光小、峡田小、 

第二峡田小、第三峡田小、第四峡田小 

第七峡田小、第九峡田小、尾久第六小 

大門小、尾久宮前小、第一日暮里小 

第二日暮里小、第六日暮里小 

第四中、第五中、第七中 
第九中 


